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窟櫓が疎櫨に比べて明らかに高いことが示された。

2・この品種間差は，主として栽培法による受光態

勢の変動の大小が関係し，ふ系‘9号が小さく，さあに

しきで大きい。また，さわにしきでは同じ施肥丑，施

肥法でも疎桂の場合が密植より受光態勢の悪化が大き

い。

5．生態的にみた受光態勢の数値化としては1AI単

独よりも，それに止葉の投影長（投影長×Binβ）を

乗じた数値がより適合度の高いことが示された。

山形県最上地方における稲生育に関する一考察

高橋　洋一・山崎　栄蔵・丹野　富雄

（山形県農試）

最上地方は山形県内諸地域のうち最も低収地域にな

っており，昭和45年度においては県内最高の置賜地

域の10a当り収量590EFに比し，最上地方は519晦

で‘1Kgの収量差が認められている。この原因として，

まず自然条件としては，県内の最北部に位置し，多雪

冷涼で特徴づけられる気象条件の不利があげられ，次

いで低位生産地土壌としての黒ポク土壌が多く，収量

が不安定でいもち病の被害が多い事等のほか，粒々の不

良条件が数えられる。

このような稲作辞境にあって，最上地方の水稲収畳

の向上を図るには，まず当地城内における水稲生育な

第1表　　試験設置場所

り，玄米生産性の実態をは振し，特に黒ポク土壌と沖

積土壌の差異と，平坦部，中山間部等の地区別の生育

生態的特徴を明らかにする事が重要と考えられ，もっ

て生産性向上対策技術確立の資とすべく本試験を実施

した。本報は42，45両年度における結果の大要で

ある。

1．試　験　方　法

試験設置場所，試験地土塀の特徴，試験設計は第

1，2表のとおりである。

土　 壌　 別 地　 区　 別 試　 験　 位　 置 土　 壌　 別 地　 区　 別 試　 験　 位　 置

黒　 ポ　 ク

中　 山　 間 新　庄　 市　 野　 中
沖　　　 積

平　　　 坦 新　 庄　 市　 中　山

中　 山　 間 〝　　　 小　泉 〝 鮭　 川　 村　 向　居

平　　　 坦 〝（最上分場） 中　　　 間 中　 山　 間 最　 上　 町　 向　町

第2表　　土壊型と作土の化学性
転 壌 去 　ヾ項

p 王l

Y l

置　　 換　　 性 m ㍉ － ！J
㌍ ㌍ P 吸 収

係　 数
臍 植

（％）

T － 封

（％ ）H 2　 0 K　 C l C a O 甲め ー●　 ′ K 2 0 匹的

鮭 川 灰 褐 色 一 微 粒 質 5 ．〇 5．5 2 8 ．1 2 5 1 9 5 5 5．4 1 ヱ 5 1 1 9 1 1．9 n 2 1

中 山 灰 褐 色 一 中 粒 質 5．2 5．9 ‘．1 1 7 4 2 2 a d 1 8．5 1 1 5 0 5．° 0．2 8

向 町 灰 褐 色 一 細 粒 質 5 ．5 4 5 1．0 1 8 7 5 0 7 5 2 2．2 1 0 4 2 1 1．8 n 5 0

▼ごト泉 黒 ポ ク ー 細 粒 質 5 ．1 5．9 1 1．1 8 9 2 5 鼠 2 2 0．5 2 1 9 0 8 ．7 n 2 9

野 中 黒 ポ ク ー 微 粒 質 5．0 4 0 8 ．7 1 つ 1 1 5 1 0．0 2 5．5 1 9 7 5 1 6．2 0．5 0

穿 姦 恒 ポ ク ー 微 粒 質 5 ・パ　 4 7 1．8 4 0 8 2 7 1 1．7 2 Z d 1 9 1 5 1 4 1 0．4 4
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各試験地共通にフジミノリ，さあにしきを用い．①

無N区，②無P区，③標準区，④多y区，⑤熔解，珪

カ′レ多施区（改良区）－45年慶一を設け，施肥丑は

封，ア20‥K20各1・OKg／aを標準畳とし，④，

⑤区はNn2Kg／aを加え，封は元肥に0・8晦，幼形

期にn2Kg（穂学期にも）に施し，？，Rは全長元肥

第5表　苗代様式お　よ　び田植期

とし，それぞれ硫安，過石，塩加を用いた○⑤区の熔

燐丑は燐酸吸収係数の2％相当丑を，珪カ′レは塩基飽

和度の50％または80％相当量を施用した。

試験地別の供試苗の苗代様式，田植期は第5表の如

くで，これら耕軽法は試験地周辺の平均的慣行によっ

た。

　 試 験 地

項　 目
鮭　 川 中　 山 向　 町

l　 ′ト 泉
野　 中 最 上 分 場

苫　 代　 様　 式 折 衷 折 衷 畑 折 衷 折 衷 畑

田 植 期
4　 2 年 5 月 2 5 日 5 月 2 8 日 5 月 2 5 日 5 月 2 7 日 ‘ 月 1 5 日 ‘ 月 9 日

4 5 年 5 月 2 8 日 5 月 5 0 日 5 月 2 5 日 5 月 2 ° 日 8 月　 5 日 5 月 2 5 日

2．試験結果および考察

1．生育について

まず，茎数の推移についてみると，両年度においてそ

の絶対丑には若干の差があるが，フジミノリ，さわにしき

ともに茎数の推移傾向ははは類似しており，第1図にみ

る如く各試験地土掛こおいて特徴的な差が認められる。

／
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第1図　　茎数の推移（標準区）

すなわち，最高分けつ期の出現時期は，フジミノリ，

さわにしきともにほぼ同じで，鮭川，中山などの沖積

土壌と，向町の中間土壌では8月50日頃に出現し・

黒ポク土壌ではいずれも7月10日以降にあって，小

泉土壌では比較的早いが野中土壌では毅も遅く7月20

日頃となる。この理由としては，主として封の発現と

燐酸の可酎ヒが及はす土壌差異に基づくものと考えら

れる。

有効茎歩合については鮭川，野中土壌等が高く90

％以上の場合が多く，向町中山土壌では低く80％

前後以下となっている。その順位は年次，品種，各処理区

を通じて，鮭川≧野中＞′J、泉≧最上分場＞中山≧向町

の如くで，一般に黒ポク土壌は高く，最高茎数の最も

多かった向町土壌が低く，沖硯土壌では粘質の鮭川は

最も高かったが，砂櫻質系の中山土壌では低い傾向が

みられ，沖槙土卿こは2つのタイプが認められる。
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第2図　草丈梓長と茎穂数の関係

さらに茎数と草丈との関連において生育相について

検討してみると，第2回に示す如く，最高分けつ期頃

の草丈と茎数の関係については，轟ポク土壌の最上分

場，′J、泉では，沖軌中間土壌の各試験地に比し草丈

が高いが，野中では草丈短かく少けつで最も生育丑劣

り，茎数では向町が最も多く次いで最上分場，鮭川，

′1、泉等が同位となり，野中は最も少ない。これは第5

表に示す如く，田植期の早晩や，苗質等の耕毯条件が

最も影響しているものとみられる0成熟期においてほ・

年次，品種によって必ずしも一致しないが・第2図の
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如くフジミノリについてみると，小泉，野中，最上分

場等の黒ポク土壌は梓長が高く，鮭川，中山等の沖積

土壌および向町の中間土壌では低い傾向が明らかにみ

られる。穂数については向町土壌が最も多く，黒ポク

土壌では年次，試験地によって差があるが，ほぼ沖積

土壌と大差ない株数が得られている．さわにしきにつ

いては42年はフジミノリと同様な傾向であったが，

45年では黒ポク土壌が短梓，少けつで，沖項土壁は

長程の様相を示した。

このように生育相は耕唾あるいは気象条件等が相互に

影響し，本試験でも晶乱年次によって各試験地にお

いて同様な生育相を示しているとは限らないが，一応

土壌別に傾向的な共通点を見出すならは，黒ポク土壌

は長程，中けつ≧軌　中間土掛ま短程，多けつ塾，沖税

第4表　　試験地別の玄米収丑

土掛は中程，申けつ塾の如く分けうるものと考えられ

る。

2．玄米収址について

（1）玄米生産性について

各試験地における玄米収丑生産性について比載して

みると，第4表の如く無封区を除く4区の平均玄米収

量では，生育と同様に年次，晶樋によって差があるが，

一応それ・らを平均した収量順を示すと，向町＝小泉＞

中山＝鮭川＞最上分場＞野中のようになり，最高の向

町と最低の野中との差は10Kg／aに及び，土壌別の

生産性は黒ポク土壌は小泉では高いが，一般に低位に

あり，沖積土壌は中位，中間土壌で高い傾向が見られ

る。

（無 牒 区 な ら び に 無 N 区 を 除 く 各 区 の 平 均 玄 米 収 量 ）

口　　 区 名

日日

鮭　　 川 中　　 山 向　　 町 小　　 泉 野　　 中 最 上 分 場

無 N
4 区

無 牒
4 区

無 N
4 区

無 Ⅳ
4 区

無 N
4 区

無 y
4 区

柱　　 状 平 均 平 均 平 均 平 均 平 均 平 均

フ ジ ミ　ノ リ
4 2 年 2 9．4 5 5 ．8 5 鼠 4 8 5 ．8 4 0．2 ‘1．8 5 0．8 5 9．9 5 ヱ 2 5 0．1 2 8 ．7 5 4 9

4 5 年 5 4 9 5 9．5 5 9．2 5 5 ．0 4 8．5 5 エ 7 4 0．4 5 8 ．0 5 8 ．° 4 Z d 5 8 ．9 占0．4

さ あ に し き
4 2 年 5 °．8 5 8 ．5 4 5 ．0 5 °．9 4 4 9 6 1．2 4 8 ．7 d n d 4 2 ．0 4 9．9 5 1．1 4 °．4

4 5 年 5 Z 8 5 4 1 5 5 ．1 5 2 ．1 4 占．8 5 4 1 4 2．5 5 占．7 4 ロ．7 4 8．5 4 0．5 5 5 ．1

試 験 地 別 平 均 5 4 7 5 8．9 5 9．2 5 Z D 4 5．1 5 8 ．7 4 5 ．8 5 8 ．5 5 鼠 d 4 9．0 5 4 8 5 5 ．8

しかしながら黒ポク土壌のうち最上分場の低収は，

42年における田植期の辛魅によって田植が遅れたの

が主因と考えられ，平常に実施した45年度では他の

試験地と変りない反収をあげている事から，野中にお

いても作軍を早める事によって，より増収の可能性が

指摘されるものであり，黒ポク土壌の不安定性と低収

は，土壌的要因は無視できないが，土地，耕鍾窮境の

不良が主因とみなしうるものであり，肥培管理を含め

た適切な栽培条件の導入によって，沖積土壌と変わら

第5表　施肥Ⅳの玄米増収丑および支米生産能率

ない収丑生産性を有するものと云えよう。

（2）　Ⅳのレスポソスについて

無Ⅳ区の玄米収畳では，第4表に示す如く年次，品

種を平均した収量でみると，その順位は小泉＝向町＞

野中＝中山＞最上分場＝鮭川の如くなり，最高の小泉

は45・dKク，最低の鮭川では547Kgと各試験地間の差は

認められるが，土壌別によるいわゆるⅣ的潜在地力の

相異は判然としない。

鮭　　 川 中　　 山 向　　 町 ！小　 泉 ’野　 中 凍 ヒ分 場　 平　 均

増 フ ジ ミ ノ リ 2 5 ．5 2 1．5 1 5 ．8 1 2 ．7 1 1．8 2 4 0 1 9．4

収

丑

さ あ に し き 2 1．° 1 5．0 1 0．8 1 5 ．4 8 ．D 1 占．5 1 5 ．2

平　 均 2 5．5 1 8 ．2 1 5 ．5 1 4 1 鼠 9 2 0．5 1 ス 5

生 産 能 率 （％ ） 4 0．4 5 1，7 2 2 ．8 2 5 ．8 2 0．0 5 °．9 2 9．2

詮 ． 玄 米 増 収 畳 ＝ 標 準 区 玄 米 収 盈 一 無 Ⅳ 区 玄 米 収 畳

玄米生産能率＝玄米増収盈÷標準区玄米収丑×100
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一方，施肥封の増収効果についてみると，第5表の

如くで，増収畳の高い順位では鮭川＞最上分場＞中山

＞小泉≧向町＞野中の如く，無N区の収丑の低かった

鮭川，最上分場等で高く，無N収量の高かった′1、泉，

向町等で低い。また，施肥による玄米生産能率（〔標

準区収畳一無Ⅳ区収畳〕÷標準区収畳）では，鮭川，

分場では40および57％，小泉，向町，野中等では

24～20％となり，結局無が区収是の多い地力の高

い所では施肥効果が小さく，地力の低い所では施肥効

異が大きい関係が見られる。

（3）pのレスポンスについて

第6表に示す如く無P区の対標準区指数では，黒ポ

ク土壌の小泉，野中，最上分場等は92－95と低く

無燐酸による減収丑が大であり，沖積土壌の鮭川では

両年の傾向が一致しないが，平均してみると95と低

く，中山および中間土壌の向町では差がない。

また熔燐，珪カル等の改良資材の増収効果は，黒が

ク土壌で高く，沖積土壌で低い。

第d衷　　Pのレスポソス（標準区収量対指数）

　 試 験 地

項 目
鮭　　 川 中　　 LU 向　　 町 小　　 泉 野　　 中 最 上分 場 平　　 均

無 P 区

対指 数

4 2 年 1 0 2 9 9 1 0 5 9 4 9 8 9 8 9 9

4 5 年 8 9 9 9 9 9 9 0 9 1 9 2 9 5

平　 均 9 5 9 9 1 0 1 9 2 9 4 9 5 9 6

改 良 区対 4　5 年 1 0 2 1 0 0 1 0 6 1 1 4 1 1 0 1 0 4 1 0 5

（フジミノリ，さわにしき　平均）

これらは燐酸吸収係数と稲作期間中の可溶性併合畳

との相関が見られ，無P区収畳の低い土壌の燐酸吸収

係数は高く，標準区と差のない土壌では低く，鮭川で

は燐酸吸収係数は低いが，有効燐酸含畳が低く，これ

が無ア区の指数の低い原因と考えられる。

乙　　ま　　と　　め

以上の如く，無封，無？，標準，改良等の試験処理

第7衷　　最上地方における稲生育の特徴

による共通施肥設計の下に，黒ポク，沖積，中間の各

土壌において現地試験を実施し，水稲の生育様相なら

びに玄米収丑に及ぼす土壌差異について検討したが．

田植期，苗質等の耕種条件の相異，気象その他の関与

要因が大きく，そのために土壌差異に基づく稲の生育

収丑性がマスクされ，不明確な点も見られたが，その

結果の概要は第7表の如く要約される。

　 項 目

土壌別

　 ＼

生　　 育　　 様　　 相 玄　　 米　　 収　　 丘

最高分 けつ期 有　 効　 茎 率 生　 育　 型 生　 産　 性 N の レスポソス アの レスポ：／ス

黒　 ポ　 ク
　 連
（7 月 中旬 ）

高　 ～　 中 長 程，中けつ 低 位 不 安 定 低 高

沖　　　 枝
早 （d 月末～　7 月初 ） （粘 質 ）高

（砂 質 ）中
中 程，中けつ 高（中）位安定 高 低

中　　　 間 同　 上 低 短 辞 ，多けつ 高　 位　 安 定 低　　　　　　 中

これによって期待生育相に基づく．適切な生育調整　栽培管理技術の聞題点が明らかにされたものと考えら

技術導入のポイソトが指摘され，当最上地方における　　れる○


